
 

 

 

 

 

2023年度 慶應義塾大学 
【 講 評 】 

基本的な知識はもちろん、本文に書いてある内容をその場で理解し応用する力も求められる。Ⅰの問 7 や、

Ⅱの問 5以降の実験考察問題で差がつくだろう。論理的な思考を常日頃から心がけて勉強をすることでこの

レベルの問題にも対応できるようになるだろう。 

 

   

【 解 答 】  

Ⅰ 問 1 ア 逆転写 イ レトロウイルス ウ RNAポリメラーゼ エ 転写 

   問 2 セントラルドグマ 

   問 3 HIV 

   問 4 DNA型トランスポゾンでは遺伝子の位置が入れ替わるだけでゲノム全長は変わらないが、レトロト

ランスポゾンでは転移が起きた分だけゲノムの全長が長くなる。 

問 5-1 生殖細胞におけるレトロトランスポゾンによって、ゲノムの増幅と遺伝子の変異が引き起こさ

れ、様々な機能を持つ遺伝子が生まれ、それが次世代に遺伝することで遺伝子プール内に多様性を

もたらして進化を促進している。 

問 5-2  

1) 異常なタンパク質が合成される。 

 2) 正常なタンパク質が合成される。 

 3) タンパク質合成が起きなくなる。 

問 6 タンパク質あるいはその転写調節機構に異変を起こし、タンパク質合成が正常に起きなくなる恐れ

があるため。 

問 7-1 メチシリンと薬剤 Aに対して通常と異なる振る舞いをする株は、薬剤 Aの関与する遺伝子にトラ

ンスポゾンが挿入されたと考えられるから。 

問 7-2 クローン#2 クローン#3 

      理由 薬剤 Aが発現に関与する遺伝子がトランスポゾンによって破壊されたクローンを選べばよ

い。そのようなクローンでは、薬剤 Aを添加しても機能する薬剤 A が関与するタンパク質の発現

には変化が起きないと考えられるので、薬剤 Aを添加してもしなくても生存率に差がないクロー

ンを選べばよい。 
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Ⅱ 問 1 ア ジャスモン酸 イ エチレン ウ アブシシン酸 エ アンモニウム オ 窒素固定 カ アミノ酸 

   問 2-1 内分泌腺や神経分泌細胞によって分泌され、体液で標的器官まで運ばれて作用する物質。 

   問 2-2 特定の合成・分泌器官が存在せず、輸送方法も様々である点。 

   問 3 食害防御能力の低下 果実の成熟が起きなくなる 環境ストレスへの耐性が弱まる 等 

問 4 ミトコンドリア 葉緑体 

問 5 初回感染部位でのサリチル酸の増加は全身獲得抵抗性に寄与しておらず、感染後何らかのシグナル

によって初回感染部位よりも上側の葉におけるサリチル酸が増加することが全身獲得抵抗性に寄与してい

る。 

問 6 初回感染部位においてサリチル酸は合成後素早く酵素 Yによってサリチル酸メチルに変換され、そ

れが初回感染部位より上側の葉に輸送され、酵素 Zによってサリチル酸に変換されることで、全身獲得抵

抗性を得る。 

問 7-1 実験 2において初回感染部位で酵素 Xによってサリチル酸が分解されていても全身獲得抵抗性を

得ていたが、実験 3から、全身獲得抵抗性を得るには初回感染部位でのサリチル酸の合成とサリチル酸メ

チルへの変換が必要であると考えられること。 

問 7-2 実験 2において、初回感染部位において酵素 Xがサリチル酸を分解するよりも早く酵素 Yがサリ

チル酸をサリチル酸メチルに変換したので、酵素 Xが初回感染部位で発現しても全身獲得抵抗性が得られ

た。 

 

Ⅲ  問 1 ア 誘導 イ 中胚葉誘導 ウ 形成体 エ 神経誘導 オ 内胚葉 

  問 2 A 脊椎 B あご C 羊膜  a (ト) b (ニ) c (リ) 

    問 3 皮脂の分泌 汗の分泌 涙の分泌 等 

    問 4 タンパク質を分解する作用 

  問 5-1 背中の真皮の誘導によって、鱗が生じるはずだった後肢の表皮は羽毛が生じるように分化した。 

  問 5-2 胚の全域で分泌されている Xタンパク質が表皮の細胞の受容体に結合すれば表皮に羽毛が生じる

が、後肢の真皮の細胞から分泌される Yタンパク質が Xの受容体への結合を阻害することで、表

皮に鱗が生じた。 

  問 5-3 8日以降の表皮では分化が十分に進んでいたので、誘導を受けて鱗が生じなかった。 

  問 6 体温の保持 はっ水 

   問 7 後肢に羽毛が生じた個体よりも、後肢に鱗が生じた個体の方が性選択、あるいは生存に有利だった

ため。 

 

  



 

 

【 解 説 】 

Ⅰ 問 7-1 問 5がヒントになっている。つまり、トランスポゾンは遺伝子の途中に挿入されうるので、タンパ

ク質あるいはその発現に異常を起こしうるのである。ある遺伝子が破壊されるとその遺伝子の機能が推定

できるので、今回の目的に沿う。 

  問 7-2 薬剤 Aが関与する遺伝子が破壊されている場合に実験結果がどのようになるか考えればよい。薬剤

Aが発現に関与する遺伝子の名前を a遺伝子とする。もし薬剤 Aが aの発現を促進していたとすると、a

が破壊されている株では薬剤 Aを加えても aは発現しない。よって薬剤 Aを加えても加えなくても結果

は変わらない。もし薬剤 Aが aの発現を抑制していたとすると、aが破壊されている株では薬剤 Aを加え

ていなくても aは発現しないので、薬剤 Aを加えても加えなくても結果は変わらない。よって、薬剤 A

を加えても加えなくても結果が変わっていないクローンを調べるべきである。 

 

Ⅱ 問 5 実験考察の基本は、対照群(今回は実験群 1)と、対照群と条件が 1つだけ異なる群を比べることであ

る。よって、実験群 1と 3、及び実験群 1と 4を比較する。1と 3の比較により、穂木で酵素 Xが発現す

る、つまり穂木でサチリル酸が分解されると全身獲得抵抗性が無くなることが分かる。一方、1と 4の比

較では台木で酵素 Xが発現しても全身獲得抵抗性は無くならないことがわかる。よって全身獲得抵抗性に

は穂木においてサリチル酸が必要だが、台木においては必要ないことが分かる。 

   問 6 先ほどと同様、対照群である実験群 5に対して、8,9,10,11との比較をして考える。5と 8の比較に

より、全身獲得抵抗性には穂木における酵素 Yの発現が必要ない、つまり穂木においてサリチル酸メチル

は必要ないことが分かる。一方 5と 9の比較により、台木においてはサリチル酸メチルが必要である。5

と 10の比較により、全身獲得抵抗性には穂木における酵素 Zの発現が必要、つまりサリチル酸が必要

で、一方、5と 11の比較により、台木ではサリチル酸が必要ないことになる。以上より、全身獲得抵抗

性には台木における、サリチル酸->サリチル酸メチル の反応と、穂木におけるサリチル酸メチル->サリ

チル酸 の反応両方が必要なことが分かる。以上より、初回感染部位で合成されたサリチル酸が酵素 Yで

サリチル酸メチルに変換され、それが初回感染部位より上の葉に輸送されて酵素 Zによってサリチル酸に

変換されて全身獲得抵抗性が得られると考えられる。また、これは実験群 6や 7の結果と矛盾しないので

妥当である。 

   

Ⅲ 問 5-1 背中の真皮と接触させることによって、本来は鱗が生じるはずの表皮に羽毛が生じていることが分

かるので、この仕組みを今までの本文から考える。 

   問 5-2 (A)において、”胚の全域で分泌されている BMPというタンパク質が動物局側の細胞の受容体に結

合すれば、その領域の外胚葉は表皮に分化するが、形成体から分泌されるタンパク質が BMPと受容体の

結合を阻害すると、そこは表皮では無く神経に分化するのである。”と、本来分化する予定だった先とは

別の分化が起きるメカニズムを記述している箇所があるので、これに倣って解答すればよい。 

   問 5-3 細胞の分化は発生過程のある段階で決定されることが分かっているかどうかが問われている。 


